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ほくせつ SITA 2020年４月 11日 勉強会 

 平成の 30年間は、高度成長が終わり、技術の中心が 

モノから情報通信に切り替わった時代である。主役に 

なったのがインターネット。 
 

YTamato 
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    年 

 

ノート型 PCの 

発売相次ぐ 

    年 

首相官邸が 

公式サイト開設 

 

    年 

日本で 

ネット商用利用 

始まる 

    年 

アマゾン創業 

 

   年 

NEC 

PC９８初代機 

 

     年 

 

米ヤフー創業 

 

創業者 カール・ラーマン氏 

創業者 テリー・セメル氏 

https://www.amazon.co.jp/dp/B07XGSC38B/
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      年 

（平成 7年）ウィンド

ウズ９５発売 ネット       

利用本格化 

     年 

 

米グーグル創業

う 

 

年代前半 

インターネット時代幕開け 

ネット上情報を閲覧・公開する 

仕組み、 

WWWが確立する 

 

創業者 ラリーページ氏 
マイクロソフト創業者 ビル・ゲイツ氏 
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インターネット時代幕開け 

1990年代前半 

ネット上で情報を閲覧・公開する仕組み、 W W W
ワールドワイドウェブ

が確立します 
 

すべてがネットの渦に～ 

ネットにつながるモノ     世界で約 173億 

世界のスマホ利用台数         約 40億 

日本のケータイ契約数    約 1億 6700万 

日本のスマホ個人保有率        約５７％ 
2017 年版情報通信白書 
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1999年（平成 11年） iモード始まる 携帯でネットが可能になる 

2004年米フェスイブック創業 

2005年ユーチューブ始まる YouTube 

2006年米ツイッター創業 

2007年（平成 19年）米国でアイフォーン発売 スマートフォン時代始まる 

アップル元 CEO・スティーブ・ジョブズ,多様なアプリが登場、SNSの拡大 

2008年日本でもスマホ発売 

2010年 インスタグラム登場 

2011年 LINEサービス開始 

2013年 世界のスマホ出荷台数が従来型携帯電話を超える 
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●1980年代（８ビットパソコン） 

98（NEC)シリーズ、FM（富士通）シリーズの始まり 1980年代初頭にはより高機能な 8ビット機が発売された。NECは PC-8800 シ

リーズ（1981 年）、富士通が FM-8（1981年）、その FM-8から周辺機能を削り、音源を搭載した FM-7（1982年）、シャープ

からは MZシリーズを開発した部署とは別のシャープテレビ事業部が開発した X1シリーズ（型番は CZ、1982年）が登場し市

場を寡占化した。この頃には 8ビット御三家とはこの 3機種を指すようになった。 また、後発のソニーは初めて 3.5インチ

のフロッピーディスクを内蔵した機種を発売して話題を集めた。なお、3.5インチマイクロフロッピーディスクの規格とは別

に松下電器・日立が 3インチのコンパクトフロッピーディスクという規格を策定したが普及するには至らず、最終的にはソニ

ーの推す 3.5インチが主流となった。 

●2010年代  （平成 22年頃～） 

IoTが本格化 

様々なモノがネットにつながる 

乗用車、荷物、街角のセンサーなど多くの機器が今後、新たにネットの世界に加わるとみられる。 

特に、次世代無線通信規格「5G」は、1平方キロメートルあたり 100万台の機器を同時接続できる 

ようになり、IoTの動きが大きく加速されます。 
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●人口知能・「産業イノベーションの鍵を握る」 

囲碁でプロに勝ち、翻訳や複雑なデーター解析もこなす人口知能（AI）、近年は大学での研究レベルを超えて産業界での活用が

進んでいますが、「人間の無意識による作業は困難である」、「今は 1歳児の能力と言われています」 

 

●1985,パソコンはアップルと共に産声をあげた 

マック「Macintosh」を発表する。マウス、アイコン、メニューを使った GUI操作環境 

他社とのパートナーシップを重視した。現在、活躍している、「Excel」などの Microsoft Office、そして Adobe の主要製品は、

1980年代にMacの上で誕生しました。今日のWindowsを含むパソコン文化を生み出す源流は、Mac、そして Appleにあったと

言えます。 

 

●2020年のパソコン・メーカー「国内」 

  富士通・NEC・Dynabook(シャープと東芝の持ち株比率約（８:2の合併企業である） VAIO・パナソニック・エプソンダイレクト・オンキョー 
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●インターネット 50年の歴史 

       年                主な動き 

 

  

1960 

年代 

1967 「ARPANET計画」 の誕生 

米国防総省高等研究計画局」 （DARPA）の資金提供で、分散型 

ネットワークの研究プロジェクトがスタート 

1969 インターネットの原型となる「ARPANET」運用開始 

カリフォルニア大学ロスアンゼルス校（UCLA）やスタンフォード研究所 

などの 4拠点が接続される 

1970 

年代 

1971 電子メールの発明 

送受信のシステムを識別するため、現在でも使われている「＠」の 

使用が始まる。その後、通信規則が整備され、メーカーが違うパソ 

コン間でも通信が可能になる 

1980 

年代 

1989 商用インターネットが誕生 

世界初の商用ネット接続サービス提供事業者（ISP）が設立される 

1990 

年代 

1991 世界初の Webサイトが誕生 

欧州合同原子核研究機関（CERN）が世界初の Webサイトを公開 

1994 Webブラウザー「Netscape Navigator」公開 

テキストと画像を組み合わせて表示できるブラウザーが普及すること 

で利用者の裾野が広がる。インターネットへの入り口であるポータル 

（玄関）サイトの運用開始 

1997 本格的「検索」システムの登場 

Googleがシンプルな検索システムとして登場した 
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●インターネットの「集中」と「分散」 

インターネット初めから「分散」を目指していた。核攻撃からコンピュター網を守りたいという米軍の意向があった。まずは、コンピ

ュターとデータ処理の歴史をふり返ってみたい。技術の進歩によって大型コンピュターが登場してデータの処理はこれが一手に引

き受けた。1980 年代オフィスや工場で分散処理が行われるようになっていきます。パソコンの性能が上がり、価格も下がります。

1990年には、インターネットの商業利用が始まり利用者はさらに増えていきます。2010年頃からデータをインターネット経由 IT

企業のコンピュターに処理や保存をゆだねる「クラウド」の利用が広まり集中処理へ回帰した。これにより、加速したデータの集中

化はグーグルやフェースブックなどの巨大 IT企業は結果的に利用者のデータを吸い上げるための装置になった。 
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集中型 

巨大 IT 企業に 

利用者の 

データが集中 

 

 

権威主義国家による 

国民監視 

  

分 散 デジタル世界の攻防  集 中 

【中心】が存在せず、全体の管理者もいない分散型 

インターネット 

 

  

巨大 IT企業に 

利用者の 

データが集中 

 

権威主義国家に 

よる国民監視 
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ブロックチエ―ン 
 

分 散   集 中 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本来のブロックチェーン 自由参加型 

活用例：「ビットコイン」  bitcoin 

許可型フエースブックの「リブラ」  

国家管理型 中国人民元 
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まとめ 

ドイツの若手哲学者、EU『欧州』で哲学の世界のロックスターともてはやされている。マルクス・ガブリエル教授は、コンピュターには知

性はありません。意識がなくみずからの「命」を維持しようとしない。コンピュターにはゲームを競う知識はありません。トランジスターで

電気の流れを制御しているだけです。ロボットも知性は持てない。『知性とは、問題を見いだし、一定の時間内に解決する能力です。』 

動物には知性があります。空腹になれば死を意識し、捕食します。 

高齢者社会では、ロボットは万能ではありません。代替えできない「看護師」は必要な人です。 

高齢者社会の未来は人間の知性と倫理、科学技術の進歩にかかっています。 

 

日本はサイボーグを扱うアニメも多く、人間と機械の融合を案外、柔軟に受け入れる文化があります。 

未来から歴史をふり返れば、平成時代はインターネットという、「つながる技術」が人々の暮らしや産業を変えた。新技術を今後どうい

かし次の世代に何を伝えるか。考えてみたいものです。 

それでは、最後に、国立電気通信大学で、27年前から、量子コンピュターの研究開発している、西野教授は、これから先、5年・10年

さきには「スーパーコンピューター」と「量子コンピュター」がそれぞれを補完して作業をすることによって利便性を高める。そして 

パソコンはこれからも進化します。特に Excelの分野で活動が広がります。 

 

出典元 

パーソナルコンピュータ総合誌 月刊「アスキー」 2005・1～2006・7   月刊「アスキーアーカイブ」 DVD 「秘臓 蔵出し」 

新聞・雑誌（日経ビジネス） 


